色彩学ワークシート〔ch.7〕
学籍番号　　　　　氏名　　　　　　　．
　　　　　　　

□□　第７章　生活用品のカラーデザイン　□□
●チャレンジ〔１〕
　身の回りの製品について、その色調を調べてみよう。それは、どんなコンセプトに基づいていると推測されるか、自分の考えをワークブックに書き留めてみよう。


━━━━━p132参照
· 対象物（　　　　　　　　　　　　　　）
想定されたと思われるコンセプト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●チャレンジ〔２〕
　身の回りの製品を一つ選び、その色彩のバリエーションを調べてみよう。どれがマストカラーで、どれがトレンドカラー、トライカラーと言えるだろうか。


━━━━━p133参照
· 対象物（　　　　　　　　　　　　　　）．．．．ex.）日産マーチ
・マストカラー
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・トレンドカラー
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· トライカラー
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
色の選択にあたって、どういった事柄が想定されたであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●チャレンジ〔３〕
家電製品など、興味のある対象群を設定し、７色までのカラーパレットを作成してみよう。また、その対象物を撮影し、第５章で学んだカラーシミュレーション手法を用いて、実際に色を変更した画像を作成してみよう。


━━━━━p134参照
〈カラーパレット登録色の設定：色を変更のこと＞


〈カラーパレット登録色による配色提案：色を変更のこと〈レイアウトなども変更可〉＞



〈カラーシミュレーション画像〉

●チャレンジ〔４〕
店舗を選んで、その売り場の色彩構成を調査してみよう。それは、どんな事柄を考慮してデザインされているだろうか。ワークブックに書き留めてみよう。


━━━━━p135参照
●チャレンジ〔５〕
色覚異常の人たちの色の見えを体験できるホームページがある。どのような問題が起こりうるのかを実感するために、ぜひ体験してみよう。
また、自治体のガイドラインなどについても調べてみよう。


━━━━━p137〜138参照
たとえば．．．

http://www.vischeck.com/
http://www.pastel.gr.jp/ （色覚の問題を考えるボランティアグループ）
http://www.cudo.jp/ (カラーユニバーサルデザイン機構)

調査結果（どんなことがわかったか）

〈テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　〉
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